
品 名：90001_140215_056_04_ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン_1088173.docx 

日 時：2026/2/4 12:49:00 

ページ：1 

 

 

 
 

ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン 
償還運用報告書(全体版) 

 
第56期（償還日2025年12月25日） 

 
作成対象期間（2025年６月26日～2025年12月25日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
このたび、約款の規定にもとづき償還決算を行ない、償還価額が決定いたしました。 
ここに設定日から償還までの運用経過をご報告いたしますとともに、ご愛顧に対し厚く御礼
申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 1997年12月26日から2025年12月25日までです。 

運 用 方 針 

中長期的に東証株価指数（TOPIX）（配当込み）を上回る投資成果を目指して、積極的に運用します。株式への投資に当たっては、将
来の企業収益予想等に基づいて測定される投資価値からみて、市場価格（株価）が他の銘柄に比べて相対的に割安と判断される銘柄
を選定し、業種分散等も考慮のうえ、ポートフォリオを構築することを基本とします。 
組入銘柄については、適宜見直しを行ないます。 
実質的な株式の組入に当たっては、フルインベストメントを基本とします。 

主な投資対象 

ノムラ・ジャパン・ 
バリュー・オープン 

わが国の株式およびノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド受益証券を主要投資対象とし
ます。 

ノムラ・ジャパン・ 
バリュー・オープン 

マザーファンド 
わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

ノムラ・ジャパン・ 
バリュー・オープン 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

ノムラ・ジャパン・ 
バリュー・オープン 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
年２回の毎決算時に、繰越分を含めた利子・配当収入と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。 
留保益の運用については、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東 証 株 価 指 数 
（TOPIX）(配当込み） 

期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

52期(2023年12月25日) 18,903    480 8.2 3,923.66 4.5 98.9 － 4,301 

53期(2024年６月25日) 21,498    580 16.8 4,735.43 20.7 98.5 － 4,739 

54期(2024年12月25日) 20,839    580 △ 0.4 4,697.41 △ 0.8 98.8 － 4,592 

55期(2025年６月25日) 21,473    610 6.0 4,845.19 3.1 98.2 － 4,541 

(償還時) (償還価額)        

56期(2025年12月25日) 25,337.89 － 18.0 6,019.20 24.2 － － 4,796 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東 証 株 価 指 数 
(ＴＯＰＩＸ)（配当込み） 

騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％  ％ ％ ％ 

2025年６月25日 21,473    － 4,845.19 － 98.2 － 

６月末 21,779    1.4 4,974.53 2.7 96.9 － 

７月末 22,990    7.1 5,132.22 5.9 97.4 － 

８月末 24,141    12.4 5,363.98 10.7 97.0 － 

９月末 24,480    14.0 5,523.68 14.0 94.9 － 

10月末 24,356    13.4 5,865.99 21.1 95.0 － 

11月末 25,435    18.5 5,949.55 22.8 94.9 － 

(償還時) (償還価額)      

2025年12月25日 25,337.89 18.0 6,019.20 24.2 － － 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2025年６月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、東証株価指数（TOPIX）（配当込み）です。ベンチマークは、作成期首（2025年６月25日）の値が基準価額と同一とな

るように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
（上昇要因） 

日米関税交渉について当初予定していた25％から15％へ引き下げることで合意したこと 

国内主要企業の４-６月期決算発表が総じて良好な結果となったこと 

自民党総裁選で高市早苗氏が当選し、財政拡張・金融緩和路線を進めるとの期待が高まったこと 

 

（下落要因） 

米国政府の予算失効による政府機関閉鎖が報道されたこと 

公明党が自民党との連立政権から離脱したことにより今後の政局運営への懸念が高まったこと 

AI関連向け巨額投資や日中関係の悪化が懸念されたこと 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン

○投資環境 
期首から９月にかけては、日米関税交渉について当初予定していた25％から15％へ引き下げ

ることで合意したことや、国内主要企業の４-６月期決算発表が総じて良好な結果となったこ

となどから上昇しました。 

10月以降は、公明党が自民党との連立政権から離脱したことにより今後の政局運営への懸念

が高まったことや、AI関連向け巨額投資や日中関係の悪化が懸念されたことなどから下落する

局面もありましたが、自民党総裁選で高市早苗氏が当選し、財政拡張・金融緩和路線を進める

との期待が高まったことや、米大手半導体企業の好決算を手掛かりに国内の半導体、AI関連企

業への業績拡大期待が高まったことなどから上昇しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 
＜投資に対する考え方＞ 

「長期的な視点で投資することが優れたパフォーマンスを生み出す」という信念のもと、地

道な企業調査・分析と投資理論を組み合わせた厳格な投資アプローチを行なっています。 

企業のバリュー（投資価値）は将来どれくらいの収益を生み出せるかで決まります。これに

対して、プライス（市場株価）は売り手と買い手の現時点での需給関係で決まります。したがっ

て、市場株価と投資価値は一時的に大きく異なることはあっても、長期のトレンドで見れば、

必ずいつかは市場株価が投資価値へ近づいていくと考えます。ここに大きなリターンを得る源

泉があります。この投資価値と市場株価の裁定取引＊（アービトラージ）、別の言葉で言えば、

将来と現在のアービトラージに着目している点が当ファンドの特徴です。 
＊裁定取引 需給関係の差異などから生じた商品間の価格差を利用して利ザヤを得る取引。割安なものを買い、同時に割高なものを売って、

その後両者の価格関係が正常化した時に反対売買を行なえば差益が得られる。 

 

当ファンド 

基本方針として、当ファンドはマザーファンドを高位に組み入れましたが、償還に向けてマ

ザーファンド受益証券の売却を実施し、現金化しました。 

 

マザーファンド 

［ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド］ 

運用の基本方針に基づき株式組入比率を高位に維持しました。 

 

・期中の主な動き 

＜主な銘柄＞ 

①期首は、 

防音壁材などの騒音対策製品や車線分離標などの交通安全対策製品を手掛ける積水樹脂、 

石炭火力と原子力などを主な電源とする四国電力、 

カーディーラーを中心に自動車用ボディコーティングなど自社開発商品を販売している中

央自動車工業、 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン

自動車整備業者や部品商社など自動車アフターマーケットを中心にソフトウェアを提供す

るブロードリーフ、 

山陰が地盤の地方銀行で山陽や関西にも展開する山陰合同銀行 

などを組み入れの上位としました。 

②期中には、 

四国電力、山陰合同銀行の組入比率を引き下げる一方、 

引き続き、積水樹脂、ブロードリーフ、中央自動車工業などの組み入れを上位に維持したほか、 

自動車用コントロールケーブルで国内シェア圧倒的トップのハイレックスコーポレーション、 

業務用厨房機器で国内大手のマルゼン 

などを組み入れの上位としました。 

③銘柄数は、期首156銘柄、期末160銘柄としました。 

 

＜業種配分＞ 

業種配分については、ボトムアップアプローチによる個別銘柄選択の結果、 

化学、小売業、銀行業などに多く投資しています。 

 

業種配分をベンチマークと比べますと、 

化学、小売業、サービス業などの組入比率が高めに、 

電気機器、卸売業、輸送用機器などの組入比率が低めになっています。 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン

○当ファンドのベンチマークとの差異 
＊ベンチマーク対比では6.2ポイントのマイナス 

今期の基準価額の騰落率は18.0％の上昇とな

り、ベンチマークである東証株価指数（TOPIX）

（配当込み）の24.2％の上昇に対し、6.2ポイント

下回りました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①ベンチマークに比べ保有を少なめにしてい

たその他製品セクターがベンチマークのパ

フォーマンスを下回ったこと 

②ベンチマークに比べ保有を多めにしていた

銘柄で、エンプラス、ハイレックスコーポ

レーション、山梨中央銀行などが、ベンチ

マークのパフォーマンスを上回ったこと 

 

（マイナス要因） 

①ベンチマークに比べ保有を多めにしていた化学セクターがベンチマークのパフォーマンス

を下回ったこと 

②ベンチマークに比べ保有を多めにしていた銘柄で、ブロードリーフ、ハローズ、中央自動車

工業などが、ベンチマークのパフォーマンスを下回ったこと 

 

 

◎分配金 

償還のため分配は行ないませんでした。 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン

◎設定来の運用経過 

  

 
 

○基準価額の主な変動要因 

（上昇要因） 

小泉政権による構造改革への期待と世界的な好景気を背景に企業収益が改善したこと 

いわゆるアベノミクスと異次元の金融緩和により円安と企業収益の改善が進んだこと 

東京証券取引所が主導する「資本コストや株価を意識した経営」の浸透が進むとの期待が膨ら

んだこと 

 

（下落要因） 

ITバブルが崩壊し、不良債権問題など金融システム不安が台頭するなかで景気が低迷したこと 

米国のサブプライム問題が顕在化し、米大手金融機関が破綻するなど、世界的な金融危機が発

生したこと 

新型コロナウイルス感染者数が急拡大し、世界的な経済活動の停滞による景気後退への懸念が

高まったこと 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン

○ベンチマークとの対比 

設定来では、基準価額の騰落率は417.6％の上昇となり、ベンチマークである東証株価指数

（TOPIX）（配当込み）の383.7％の上昇に対し、33.9ポイント上回りました。 
※基準価額の騰落率は、分配金（税込み）を再投資して算出しております。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年６月26日～2025年12月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 200  0.838  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 95)  (0.397)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 92)  (0.386)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 13)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.035   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  8)  (0.035)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 208   0.875    

期中の平均基準価額は、23,863円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.67％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン

○売買及び取引の状況 (2025年６月26日～2025年12月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド 15,047 90,800 772,281 5,449,107 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2025年６月26日～2025年12月25日) 

 

項 目 
当 期 

ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 7,470,423千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 5,052,175千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.47   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年６月26日～2025年12月25日) 

 

＜ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 789 106 13.4 6,681 193 2.9 

平均保有割合 90.8%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,674千円 
うち利害関係人への支払額（B） 157千円 

（B）／（A） 9.4％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2025年12月25日現在) 

 

 2025年12月25日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド 757,234 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2025年12月25日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 4,837,355 100.0 

投資信託財産総額 4,837,355 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2025年12月25日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 4,837,355,461   

 コール・ローン等 4,837,257,441   

 未収利息 98,020   

(B) 負債 40,995,198   

 未払解約金 526,293   

 未払信託報酬 40,389,249   

 その他未払費用 79,656   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,796,360,263   

 元本 1,892,959,584   

 償還差益金 2,903,400,679   

(D) 受益権総口数 1,892,959,584口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 25,337円89銭 
 

（注）期首元本額は 2,115,112,447 円、期中追加設定元本額は

46,711,504円、期中一部解約元本額は268,864,367円、１口当た

り純資産額は2.533789円です。 
 

○損益の状況 (2025年６月26日～2025年12月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 991,684   

 受取利息 991,684   

(B) 有価証券売買損益 768,707,450   

 売買益 818,210,252   

 売買損 △   49,502,802   

(C) 信託報酬等 △   40,468,905   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 729,230,229   

(E) 前期繰越損益金 1,492,695,937   

(F) 追加信託差損益金 681,474,513   

 (配当等相当額) (  1,247,574,349)  

 (売買損益相当額) (△  566,099,836)  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,903,400,679   
 
＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 1997年12月26日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2025年12月25日 資 産 総 額 4,837,355,461円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 40,995,198円 

純 資 産 総 額 4,796,360,263円 

受益権口数 2,591,533,269口 1,892,959,584口 △698,573,685口 受 益 権 口 数 1,892,959,584口 

元 本 額 2,591,533,269円 1,892,959,584円 △698,573,685円 １万口当たり償還金 25,337円89銭 

最近10年の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第36期 3,720,866,774円 4,379,623,637円 11,770円 120円 1.20％ 

第37期 3,607,422,441   3,636,050,934   10,079   0   0.00   

第38期 3,971,863,170   4,898,740,943   12,334   120   1.20   

第39期 3,157,578,511   4,379,549,840   13,870   190   1.90   

第40期 2,975,117,798   4,917,413,383   16,528   320   3.20   

第41期 3,018,854,042   4,862,056,453   16,106   340   3.40   

第42期 2,886,102,291   3,599,777,143   12,473   225   2.25   

第43期 2,815,078,123   3,798,098,726   13,492   185   1.85   

第44期 2,613,537,455   3,978,017,851   15,221   285   2.85   

第45期 2,571,522,953   3,565,170,470   13,864   210   2.10   

第46期 2,419,919,460   3,790,188,393   15,662   300   3.00   

第47期 2,284,331,707   3,742,952,623   16,385   340   3.40   

第48期 2,270,011,341   3,630,886,438   15,995   330   3.30   

第49期 2,222,381,338   3,358,494,158   15,112   260   2.60   

第50期 2,205,392,297   3,446,705,741   15,629   310   3.10   

第51期 2,329,562,936   4,174,381,879   17,919   430   4.30   

第52期 2,275,507,359   4,301,315,261   18,903   480   4.80   

第53期 2,204,580,124   4,739,444,714   21,498   580   5.80   

第54期 2,203,760,689   4,592,325,645   20,839   580   5.80   

第55期 2,115,112,447   4,541,693,782   21,473   610   6.10   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 25,337円89銭 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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